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はじめに 

本書は、ピペット容量テスター用に作成された取扱説明書です。 
テスターの組立方法、測定方法、ピペット容量テスト用ソフトウェア（ＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅ）

の使用方法に関して記載してあります。ご使用前に本説明書をよくお読みいただき、内容をご理解

ください。 
なお、電子天びんの取り扱い詳細については、電子天びん本体の取扱説明書を参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 3

1. 製品構成 

キャリングケースの中に以下のものが収納されています。 
 
●AD-4212B-PT／AD-4212A-PT の場合 

ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴの接続ケーブルは、長さ１ｍのものが付属します。 

ＵＳＢシリアルコンバータは出荷時別梱包になっていますが、キャリングケースに収納できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●FX-300 i-PT の場合 
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2. 製品の特徴 

ピペットの容量テストに必要な付属品と電子天びんがセットになっており、ＩＳＯ８６５５に

規定されているピペットの容量検査に適合した精度検査ができます。 
以下のものが付属しています。 

 
●湿度保持容器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

排出された試験液（純水）の蒸発を防ぐ容器です。 
（「2-2 湿度保持容器の機能」参照） 
 
 

●計量容器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
ピペットから排出される試験液用計量容器です。 
※チップ先端の液残りを防ぐ吸水材を内蔵しています。 

 
●試験液容器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

純水などの試験液を入れておく容器です。 
 
●水温計・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

試験液の温度を測定します。 
 

●通信ケーブル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
計量値をパソコンに取込むためのケーブルです。 

（ＲＳ－２３２Ｃ接続ケーブルとＵＳＢ接続ケーブルが付属） 
 
●ＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

計量した試験液の質量を容量に換算するピペット容量

テスト用ソフトウェアです。 
 

●校正用分銅・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
電子天びんのキャリブレーションを行うための分銅です。 
（分銅取扱用ピンセット付属） 

 
※ピペット容量テスターは、持運び専用のアルミケース（キャリングケース）に収納されてい

ます。このアルミケースは手持ち搬送のために専用設計されたものですので、一般輸送には

耐えません。輸送される場合は、必ず納入時の梱包材および緩衝材を使用してください。

また、アルミケース（キャリングケース）に収納した状態でも、落下させると内部の製品が

破損することがありますので、取り扱いには十分注意してください。 
※ＩＳＯ８６５５・・・ピペット校正に関するＩＳＯ（国際規格）であり、ピペット容量の

精度検査方法について規定されています。 
詳細については弊社ホームページ http://www.aandd.co.jp を参照してください。 
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2-1 ピペット容量テスト用ソフトウェア WinCT-Pipette 
●特徴 
ピペットから排出された純水の質量値を、電子天びんからパソコンに取り込みます。事前に

パソコンに入力した温度（水温）および大気圧により、質量→容量の換算係数（Ｚファクター）

を算出し、その係数をもとに取り込んだ質量値を容量に自動的に換算します。 

○ 入力したスペックと測定結果を比較して、ピペットの適合／不適合の判定まで行えます。 
○ 測定容量だけでなく、管理番号や測定した日付、ピペットの識別情報（メーカー名、機種名、

製造番号）なども記録データとして残せます。これらの記録データは紙ベースでの出力や、

パソコンに保存することによりデータの一括管理が可能となり、ピペットの精度管理が一元化

され容易になります。また、これにより管理ミスによるトラブルも減らすことが可能となります。 
○ 正確さと再現性のスペックは、それぞれ絶対値（μℓ ）および相対値（測定容量に対するパーセ

ンテージ）のいずれでも入力が可能です。 
○ 電子天びんからの質量データの取り込みは、ＣＯＭポートだけでなくＵＳＢでの接続も可能で

す（付属のＵＳＢシリアルコンバータを使用します）。 
○ 複数のピペットに容易に対応できるよう、予め複数のテスト条件（測定容量や測定回数、スペッ

ク）を登録しておくことができます。また、測定の担当者なども、予め複数登録しておくこと

で、必要時に選択することもできます。 
※ＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅの使い方の詳細については、ＷｉｎＣＴ－ＰｉｐｅｔｔｅのＣＤ内

のＷｉｎＣＴ＿Ｐｉｐｅｔｔｅ＿使い方．ｐｄｆを参照ください。 
 
●メインウィンドウ 
ＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅを起動すると、下記ウィンドウが開きます。 

設定スペック 
ピペットの測定容量と、

合否の判定基準となる

スペックを入力します。 
 
測定データ 
電子天びんから取り込んだ質量

値および換算係数により求めた

容量が表示されます。 
 
 

 

測定結果 
測定結果および合否

の判定結果が表示され

ます。 
環境設定 
周囲の湿度、純水の温度、大気圧を
入力します。純水の温度と大気圧か
ら、質量→容量の換算係数（Ｚファク
ター）を自動で計算します。 

メインウィンドウ
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2-2 湿度保持容器の機能 
重量法によるピペットの容量テストは、電子天びんに取付けられた計量容器に試験液となる  
純水を排出し、その質量を計量することで行われます。 
ＩＳＯ８６５５では、測定環境の周囲湿度は５０％ＲＨ以上が推奨されていますが、一般的に

計量容器に排出された純水の蒸発により計量値が減少していきます。 
湿度保持容器は、容器内に水を入れることで、容器内を高湿に保ち、計量容器からの水分の    
蒸発を防ぎます。 
湿度保持容器を使用すると、使用しない場合に比べて計量容器からの蒸発量が抑えられ、蒸発

量が抑えられることにより、測定誤差が小さくなります。 
また、Ａ＆Ｄの考案した湿度保持容器は、斜め上方からピペットを挿入できる形状となってお

り、ピペットから試験液を排出するときの作業がやりやすくなっています。 
湿度保持容器は、風防としての機能もあります。周囲の空気の流れによる計量値への影響を防

ぎ、安定した計量が可能となります。 
 
 

2-3 計量容器について 
ピペットで試験液を排出するとき、チップ先端に水滴が残ることが容量テストの大きな誤差要

因となります。計量容器内の吸水材を利用し、チップ先端に水滴を残さないことで精度良く   
容量テストができます。 
図のように吸水材を筒状に丸め、容器の壁に沿うように入れてあります。チップ先端を吸水材

につけ試験液を排出することで、先端に残る水滴を吸水材が吸い取り、試料液を全て容器内に

排出できます。 
吸水材は、汚染性について心配のない材料（ＲｏＨＳ対応品）が利用されています。また、吸

水材は洗浄して繰り返し使用することができます。 
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表示
スタンド ノブボルト

計量部

表示部 
接続 
ケーブル

3. ピペット容量テスターの組立 
 
●ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴの場合 

① 計量部を安定した場所に設置します。設置場所

の詳細については「４.測定前の注意（設置条件）」

を参照してください。付属のノブボルトを使用し

て、表示部を表示スタンドに取付け、表示部と計

量部を接続ケーブルで接続します。 
 
 

 
② 計量部に、湿度保持容器のベースをセットします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ ３０ｍℓ 容器ホルダをセットします。 
 ３０ｍℓ 容器を使用するときは３０ｍℓ 容器ホルダ

を、５ｍℓ 容器を使用するときは３０ｍℓ 容器

ホルダ内に５ｍℓ 容器ホルダを入れて、計量容器

をセットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 湿度保持容器（下）の足を、ベースの穴位置に合

わせて、計量部にセットします。 
 
 
 
 

湿度保持容器（下） 

湿度保持容器
のベース 

３０ｍℓ
容器ホルダ 

５ｍℓ
容器ホルダ

３０ｍℓ 容器５ｍℓ 容器 
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⑤ 湿度保持容器（上／下）の、凸部と凹部を合わ

せてセットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 斜面に設けたピペット挿入口が、右または左の作業しやすい向きになるようにセットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 湿度保持容器（上）上面にキャップＢを挿入します。

斜面部分のキャップＡを取外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湿度保持容器（上） 

湿度保持容器（下） 

キャップＢ 

キャップＡ湿度保持容器（上） 

右 　 　 左ピペット
挿入口 

ピペット
挿入口 
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●ＦＸ３００ｉ－ＰＴの場合 

① 電子天びん本体を安定した場所に設置します。

設置場所の詳細については「４.測定前の注意

（設置条件）」を参照してください。 
 
 

 
② 電子天びん本体に、センタ決めボスをベース下面に

勘合させてセットし、その上に湿度保持容器のベー

スをセットします。 
 
 
 
 
 
 
 

③ ３０ｍℓ 容器ホルダをセットします。 
 ３０ｍℓ 容器を使用するときは３０ｍℓ 容器ホルダ

を、５ｍℓ 容器を使用するときは３０ｍℓ 容器

ホルダ内に５ｍℓ 容器ホルダを入れて、計量容器を

セットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 湿度保持容器（下）の足を、ベースの穴位置に

合わせて、計量部にセットします。 

 
 
 
 
 

湿度保持容器（下） 

湿度保持容器
のベース 

センタ決め
ボス 

３０ｍℓ
容器ホルダ 

５ｍℓ
容器ホルダ

３０ｍℓ 容器５ｍℓ 容器 
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⑤ 湿度保持容器（上／下）の、凸部と凹部を合わ

せてセットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 斜面に設けたピペット挿入口が、右または左の作業しやすい向きになるようにセットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 湿度保持容器（上）上面にキャップＢを挿入しま

す。斜面部分のキャップＡを取外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キャップＢ 

キャップＡ湿度保持容器（上）

湿度保持容器（上） 

湿度保持容器（下） 

右 　 　 左

ピペット挿入口 ピペット挿入口
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4. 測定前の注意（設置条件） 

電子天びんの性能を安定させるために、温度変化や振動・風の影響を受けないよう下記の設置

条件を整えてください。 
特にＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴは計量感度が０．００１ｍｇ／０．１ｍｇ

と高いため、下記設置条件に十分注意して使用してください。 
 
〇使用前には一定時間以上通電してください。（ＡＣアダプタで電源に接続された状態） 
 ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴは１時間以上、ＦＸ－３００ｉ－ＰＴは３０分以上。 
 特に、ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴで最小表示０．００１ｍｇ選択時は、常に通電状態にしておくこと

をお勧めします。 
〇温度１５～３０℃±０．５℃、湿度５０％ＲＨ以上で安定した環境が理想的です。 
〇エアコン等の近くに電子天びんを設置しないでください。 
 特にＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴは、電子天びんに風が直接当たらないように注意してください。 
〇塵埃の少ない部屋に設置してください。 
〇天びん台は堅固なものを使用してください。（防振台、石盤が理想です） 
〇建物に発生する振動は、部屋の中央部でより大きくなります。このため電子天びんを

設置する場所としては通路から遠い部屋の隅（柱や壁際）が適しています。 
〇直射日光のあたらない場所に設置してください。 
〇磁気を帯びた機器の近くに電子天びんを置かないでください。 
〇水平器の赤い円の中に気泡が入るように、足コマを回して電子天びんの水平を合わせてくだ

さい。 
〇電子天びんを初めて使用する場合、使用する場所を変えた場合や計量を始めるときは、正し

く計量できるように付属されている分銅を利用してキャリブレーションを行ってください。 
詳細は「８.天びんのキャリブレーションについて」を参照してください。 

 
※腐食性ガス、引火性ガスが漂うところに設置しないでください。 
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5. 静電気防止処理 

湿度保持容器には、帯電防止処理が施されています。アルコール等で拭くと効果が薄れますの

で注意してください。 
湿度保持容器の帯電が気になる場合は、静電気防止剤「スタティサイド」の塗布や、積極的な

静電気対策を行うには、除電器ＡＤ－１６８３の使用をお勧めします。 
 
 

6. WinCT-Pipette のインストール 

ＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅの使い方の詳細については、ＷｉｎＣＴ－ＰｉｐｅｔｔｅのＣＤ内の

ＷｉｎＣＴ＿Ｐｉｐｅｔｔｅ＿使い方．ｐｄｆを参照してください。 

ＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅのインストール方法は、ＣＤ内のＲｅａｄｍｅ．ｔｘｔを参照し

てください。 
 
必要なシステム 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ ＳＰ２ 以降 

ＣＰＵ Ｐｅｎｔｉｕｍおよび同等品 １ＧＨｚ以上を推奨 

ＲＡＭ ５１２ＭＢ以上を推奨 

必要なハードディスクサイズ 約５０ＭＢ 
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7. 天びんとパソコンの接続 

パソコン使用時、電子天びんとの接続には、ＲＳ－２３２Ｃケーブル（付属品）、またはＲＳ－２３２Ｃ

ケーブル（付属品）＋ＵＳＢシリアルコンバータ（付属品）を使用します。 

（１）パソコンとの接続 
●パソコンのＣＯＭポートを利用する場合 
パソコンにＣＯＭポートがあり、ＣＯＭポートを利用して電子天びんと接続する場合は、

付属のＲＳ－２３２Ｃケーブルを使用して接続します。 
 
 

 
 
 
 
 

 
AD-4212B-PT/AD-4212A-PT            FX-300i-PT 

 
 

●パソコンのＵＳＢポートを利用する場合 
パソコンのＵＳＢポートを利用して電子天びんと接続する場合は、付属のＲＳ－２３２Ｃケー

ブルとＵＳＢシリアルコンバータ（出荷時は別梱包になっています）を使用して接続します。 
ＵＳＢシリアルコンバータは、パソコンのＵＳＢポートに接続することで、パソコンにＣＯＭ

ポートを増設するものです。 
初めてＵＳＢシリアルコンバータをパソコンのＵＳＢポートに接続したときには、ドライバのイ

ンストールが要求されます（パソコンによっては、接続するＵＳＢポートを変えたときにもドラ

イバのインストールが要求されることがあります）。ドライバのインストール用ＣＤおよびその

取扱説明書は、ＵＳＢシリアルコンバータ用の梱包箱に収納されています。インストール方法は

ＵＳＢシリアルコンバータ用の取扱説明書を参照してください。 
ドライバをインストール後、ＵＳＢシリアルコンバータと電子天びんを付属のＲＳ－２３２Ｃ

ケーブルで接続します。これにより、ＣＯＭポートのついてないパソコンでも、通信が可能にな

ります。（ＵＳＢシリアルコンバータは出荷時別梱包になっていますが、キャリングケースに収

納できます） 
 
 
 
 
 
 

AD-4212B-PT/AD-4212A-PT              FX-300i-PT 

ＲＳ－２３２Ｃケーブル 

パソコン パソコン

ＲＳ－２３２Ｃインタフェース部

ＵＳＢシリアルコンバータ 
ＲＳ－２３２Ｃケーブル 

ＲＳ－２３２Ｃインタフェース部

ＵＳＢシリアルコンバータ 

ＲＳ－２３２Ｃケーブル 

パソコン 
パソコン

ＲＳ－２３２Ｃ
インタフェース部

（Ｄ－Ｓｕｂ ２５ピン メス）

ＲＳ－２３２Ｃケーブル 

ＲＳ－２３２Ｃ 
インタフェース部 

（Ｄ－Ｓｕｂ ９ピン オス）
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（２）ＣＯＭポートの確認方法 
ご使用のパソコンにより、ＣＯＭポートの番号が異なります。ＣＯＭポートの番号は、

Ｗｉｎｄｏｗｓのデバイスマネージャにより確認してください。 
※ ＵＳＢシリアルコンバータを使用する場合は、ドライバをインストール後、ＵＳＢシリアルコ

ンバータを接続した状態で確認します。 
 
① パソコンの画面内で「スタート」ボタン→「設定」→「コントロールパネル」をクリック

します。 
②「システム」をダブルクリックします。 
③「ハードウェア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 
④「ポート（ＣＯＭとＬＰＴ）」をダブルクリックし、ＣＯＭポートの番号を表示させます。 

 
ＵＳＢシリアルコンバータを使用した場合は、『ＵＳＢ Ｓｅｒｉａｌ Ｐｏｒｔ（ＣＯＭＸ）』

のように表示されます。 
下図の例では、ＣＯＭポートは『９』になります。 

 
パソコンのＣＯＭポートは『通信ポート（ＣＯＭＸ）』のように表示されます。 
下図の例では、パソコンのＣＯＭポートは１つしかないので、パソコンのＣＯＭポートに直接

接続した場合のＣＯＭポートは『１』になります。なお、複数のＣＯＭポートがある場合は、

『通信ポート（ＣＯＭ１）』に続いて『通信ポート（ＣＯＭ２）』のように複数のＣＯＭポート

が表示されます。 
ＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅのポートの設定では、使用するＣＯＭポートの番号を指定してく

ださい。 
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8. 天びんのキャリブレーションについて 

電子天びんのキャリブレーション操作については、電子天びん本体の取扱説明書も併せて参照してください。 
電子天びんのキャリブレーション実施前に「４.測定前の注意（設置条件）」を参照してください。 
特にＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴは計量感度が高いので、設置環境、通電時

間（１時間以上）に注意してください。 
 
●ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴの場合 
① 計量容器を取り、３０ｍℓ 容器ホルダ＋５ｍℓ

容器ホルダの状態にします。 

② この状態で、電子天びんのCAL キーを押し続け 
 Calout が表示されたら CAL キーを離します。 

③  Cal 0 が表示されたら PRINT キーを押して

ゼロ点を入力します。 

 

 
④ ゼロ点入力後に  50 （分銅値）が表示されます

ので、湿度保持容器（上）を外し、付属の校正用

５０ｇ分銅を、５ｍℓ 容器ホルダの上に載せま

す。湿度保持容器（上）を凸部と凹部を合わせて

再び付けます。 

 

 

 

 

 

 
⑤  PRINT キーを押して、ひょう量を校正します。 

  end が表示されたら分銅を取り除いてください。

計量表示に戻ります。 

⑥ 再び５０ｇ分銅を載せて、校正作業が正確に終

わったことを確認してください。 

※湿度保持容器（下）
を押さえながら外す 

※ 凸部と凹部を合わせて
つける 

３０ｍℓ
容器ホルダ 

５ｍℓ
容器ホルダ

５０ｇ
校正用分銅

凸部 

凹部

湿度保持
容器（上）

湿度保持
容器（下）
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●ＦＸ－３００ｉ－ＰＴの場合 
① 計量容器を取り、３０ｍℓ 容器ホルダのみの状態にしま

す。 

② この状態で、電子天びんの CAL キーを押し続け  
C Calout が表示されたら CAL キーを離します。 

 

③  Cal 0 が表示されたら PRINT キーを押して

ゼロ点を入力します。 

 

 

 

④ ゼロ点入力後に 100 （分銅値）が表示されます

ので、湿度保持容器（上／下）を外し、付属の校正用

１００ｇ分銅を、３０ｍℓ 容器ホルダの上に載せ

ます。湿度保持容器（上／下）の足をベースの穴に

合わせて再び置きます。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ PRINT キーを押して、ひょう量を校正します。 
 end が表示されたら分銅を取り除いてください。

計量表示に戻ります。 

⑥ 再び１００ｇ分銅を載せて、校正作業が正確に

終わったことを確認してください。 

 

※湿度保持容器は、風防の代わりとして使用できます。 
付属された標準計量皿と風防を使用してキャリブレーションすることも可能です。 

３０ｍℓ
容器ホルダ 

１００ｇ
校正用分銅

足部 
（４ヶ所）

穴（４ヶ所） 
ベース

湿度保持
容器（上）

湿度保持
容器（下）

※湿度保持容器（下）を持って
外す 

※湿度保持容器の足部下面の凸部
とベースの穴を合わせて置く 
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9. 測定前の準備 

●ＩＳＯ８６５５が推奨する測定環境は以下の通りです。 
温度１５～３０℃の間で一定、温度変化±０．５℃、湿度５０％ＲＨ以上 

 
① 湿度保持容器（上／下）を電子天びんから外し、湿度保持容器（下）内側円周状のミゾに、

水差しまたはピペットなどを利用して水を入れます。 
水位は外周面にある２本線の間になるようにして、湿度保持容器（上）を載せます。 
湿度保持容器（上／下）を電子天びん（計量部）の上に載せます。 
設置環境にもよりますが、湿度保持容器内の湿度が安定するまで約１５分間かかり、容器内の

湿度は約８５％ＲＨとなります。 
※ 湿度保持容器に水を入れるときは、電子天びんの計量皿ボス周辺に水が入らないよう

に注意してください。 
 
 
 
 
 
 
 
② 試験液容器に純水などの試験液を入れて、試験液容器のふちに水温計ホルダを利用して、

水温計をセットします。 
この状態で試験液温度が安定するまで放置してください。 
（ＩＳＯ８６５５では試験液を２時間以上馴染ませることを推奨） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 吸水材からの水分の蒸発量を安定させるため、計量前に５ｍℓ 計量容器は約６００μℓ ､

３０ｍℓ 計量容器は約４０００μℓ の純水で吸水材を湿らせておくことをお勧めします。 
 

水差し 

湿度保持容器（下）
水位の目安となる線 

試験液容器 

この間に試験液 
容器のふちを 
差し込む 

水温計ホルダ 

水温計 
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10. 測定 

10-1 測定手順 
設定されたピペット容量にて任意の回数の計量を行います。 
ＩＳＯ８６５５では以下の容量で、各１０回の計量が推奨されています。 
〇容量固定の場合はその容量にて。 
〇容量可変の場合は３点にて。 
①最大容量の１０％または可変範囲の下限のどちらか大きい方 
②最大容量の５０％ 
③最大容量の１００％ 
※測定容量、測定回数は変更することができます。 

10-2 合否判定 
計量値はＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅを利用して容量に換算され、設定された判定基準に当て

はめた合否判定までを行います。 
具体的な判定内容は以下となります。 
〇計量値の平均が、規定された許容誤差を超えない／超える。 
〇計量値の再現性（繰り返し性）が、規定された許容誤差を超えない／超える。 

10-3 測定誤差の要因（例） 
〇蒸発の影響 
ピペットから計量容器に排出された試験液の蒸発は、測定時の誤差となりますが、湿度保持

容器の使用により、試験液の蒸発を０．０５ｍｇ／分（０．０５μℓ ／分）に抑えることが

できます。また、ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴの表示固定機能を使用

すると、試験液の蒸発による誤差を低減できます。 
〇水温と気圧 
質量→容量の換算係数（Ｚファクター）は、水の温度による密度差が最も大きな誤差要因と

なります。 
気圧は９５０～１０５０ｈＰａの範囲で変化しても０．０１％の影響と非常にわずかですが、 
水は５℃の温度変化で０．１１％の影響があります。このため付属する水温計を使用して、

水温を測定してください。測定した水温をＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅの環境設定項目の

「温度」欄に入力することで正しい換算係数が求まります。 
容量測定中に水温が変化しないように、周囲温度に十分馴染ませてから容量測定を開始して

ください。（ＩＳＯ８６５５では２時間以上馴染ませることを推奨） 
〇振動の影響 
電子天びんが設置されている台に振動等が伝わらないようにしてください。振動がある

と計量値が不安定になります。２階以上のフロアで電子天びんを使用する場合は、

卓上除振台ＡＤ－１６８５の使用をお勧めします。 
〇空気の流れ 
計量中に、周囲の空気の流れにより計量値が不安定になることがあります。 
特にＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴは計量感度が高いため、エアコンの

送風を弱める、計量部を覆う、風のない場所に設置する等の注意が必要です。 
※以上の誤差要因以外に、ピペット操作者による影響が大きな誤差となります。 
ピペットの正しい使用方法を確認し、またピペットの操作を習熟して測定を行ってください。 
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11. AD-4212B-PT / AD-4212A-PT シリーズの仕様について 

ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴシリーズは、ピペット容量テスター専用機となります。 
電子天びんとしての操作性は分離型上皿電子天びんＡＤ－４２１２Ｂ／ＡＤ－４２１２Ａと

同じですが、仕様の詳細は異なります。 
 

11-1 出荷時の設定 
ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴはピペット容量テスターとしての設定に

なっています。 
①出荷時の単位は「ｍｇ」になっています。 
 また、ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴは計量スタート時の最小表示が０．１ｍｇとなっています。SAMPLE
キーを押すたびに、０．１ｍｇ→０．０１ｍｇ→０．００１ｍｇ→１ｍｇ→０．１ｍｇ･･･ と切替

わります。必要により SAMPLE キーを押して最小表示を切替えてください。 
 １００μℓ 以下の容量テストでは、最小表示０．０１ｍｇ（０．０１μℓ ）、１０μℓ 以下

の容量テストでは、最小表示０．００１ｍｇ（０．００１μℓ ）で計量することをお勧めし

ます。 

②内部設定 
ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴ 出荷時設定一覧 

分類項目 設定項目 設定値 内容・用途 

 0 計量スピードが速い、振動に弱い FAST 

 1  MID. 
Cond 
応答特性 

■ 2 計量スピードが遅い、安定した表示 SLOW 
 0 オフ 
 1 通常 
 2 少し強い 

trc 
ゼロトラック 

■ 3 強い 
■ 0 ５回／秒 5pd 

表示書換周期  1 １０回／秒 
■ 0 オフ 

ba5nc 
環境･表示 

ploc 
表示固定機能  1 オン 

■ 0 比較しない 

 1 安定時・オーバ時に比較する（ゼロ付近を除く） 

 2 安定時・オーバ時に比較する（ゼロ付近を含む） 

 3 常に比較する（ゼロ付近を除く） 

Cp fnc 
コンパレータ 

Cp 
コンパレータ 
モード 

 4 常に比較する（ゼロ付近を含む） 

            ■ AD-4212B-PT / AD-4212A-PT の出荷時設定 
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11-2 AD-4212B-PT / AD-4212A-PT の表示固定機能 
ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴは、内部設定 ploc を選択すると、ピペットか

ら試験液が排出されたあと、計量値が安定すると、データの平均化を行ない一定時間後に表示値を固定します。 

湿度保持容器を使用しても０．０５ｍｇ／分（０．０５μℓ ／分）の蒸発を防ぐことができません。

特に少量測定時に影響しますので、表示固定機能を使用すると、蒸発による経時での誤差を低減できます。 

 
 
 
 
 
         平均化中               表示固定中 
 
※ＲＥ－ＺＥＲＯを行うと表示固定は解除されます。 
 

11-3 オートプリント 
電子天びんの内部設定、データ出力 dout でオートプリントＡモード prt 1 を選択すると、

試験液排出後に計量値が安定したとき、計量値をＷｉｎＣＴ－Ｐｉｐｅｔｔｅに自動で転送できます。 

 

12. トラブルシューティング 

①電子天びんの表示値が安定しない。 
〇ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴは計量感度が高く、周囲環境の影響を受

けやすい傾向があります。 
 表示値が安定しない場合は、付属する風防を使用して表示を確認したり、「４．測定前の

注意（設置条件）」の項目を参照して風、振動、静電気の影響がないか確認してください。 
〇ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ（最小表示０．０１ｍｇ）は、建物の揺れなど周波数の低い振動の影

響を受けることがあります。 
 特に地震、風、気圧変動の影響を受けますので、できるだけ１階の柱や壁際に設置し、影響

を避けてください。 
 振動に対しては、卓上除振台ＡＤ－１６８５の使用をお勧めします。 
〇静電気の影響が考えられる場合、除電器ＡＤ－１６８３、静電気測定器ＡＤ－１６８４の使用

をお勧めします。 
 
②測定した値に再現性がない。正しく計量されていない。 
〇①の測定条件を再確認してください。また、付属の校正用分銅を使用して、電子天びんの繰返

し性を測定して、電子天びんとしての性能確認をしてください。 
〇「１０－３ 測定誤差の要因（例）」を再確認してください。 

 
③電子天びんのエラー表示 
〇電子天びん本体の取扱説明書を参照してください。 

処理中マーク点滅 処理中マーク点灯
安定マーク点灯
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13. 仕様 
 
 ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴ ＦＸ－３００ｉ－ＰＴ 

ひょう量※１ 110g/31g/5.1g※２ 110g 320g 

最小表示 0.1mg/0.01mg/0.001mg 0.1mg 1mg 

直線性 ±0.2mg/±0.05mg/±0.005mg ±0.3mg ±2mg 

繰り返し性（標準偏差） 0.1mg/0.05mg/0.015m 0.15mg 1mg 

外形寸法 計量部：80(W)×230(D)×200(H) mm 

表示部：237(W)×150(D)×155(H) mmスタンド標準装備 

193(W)×262.5(D) 

×１90(H) mm 
標準付属品※３ 取扱説明書、電子天びん（天びん用計量皿、風防、ＡＣアダプタ含む）、校正用分銅、

ピンセット、湿度保持容器、計量容器（30mℓ×2/5mℓ×2/容器ホルダ）※４、水温計、

USB通信キット、WinCT-Pipette(CD-ROM)、キャリングケース、ＡＣアダプタ識別シール、

ショルダベルト、ロックキー 
電源 

（AC アダプタ） 
AC アダプタ規格名：TB237 または TB248 入力：AC100V(+10%,-15%) 50Hz/60Hz 

消費電力：約 11VA（AC アダプタを含む） 

キャリングケース 

外形寸法 
470 (W) × 150 (D) × 355 (H) mm 

キャリングケース 

収納状態の質量 
約 7.6kg 約 7.2kg 約 6.4kg 

※１ 天びん用計量皿を使用した場合 
※２ スマートレンジ：ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴは、０．００１ｍｇ表示時に計量値が  

５．１ｇを超えると自動的に最小表示が０．０１ｍｇになり、３１ｇを超えると   

０．１ｍｇになりますが、RE-ZERO キーを押すことにより、その点から５．１ｇまで   

最小表示０．００１ｍｇで計量できます。  
※３ ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ／ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴ／ＦＸ－３００ｉ－ＰＴの標準付属品は、

ＡＤ－４２１２Ｂ／ＡＤ－４２１２Ａ／ＦＸ－３００ｉの標準付属品と内容が異なります。 
※４ 計量容器および吸水材は単独での購入が可能です。 
 

13-1 アクセサリ 
 

名称および構成内容 番号 
５ｍℓ 計量容器(吸水材入り)  

５ｍℓ 計量容器 ５個 
５ｍℓ 計量容器フタ ５個 
吸水材（５ｍℓ 計量容器用） ５個 
（吸水材は出荷時、計量容器に入れてあります。）

ＡＸ－ＰＴ－０１ 

３０ｍℓ 計量容器(吸水材入り) 

３０ｍℓ 計量容器 ５個 
３０ｍℓ 計量容器フタ ５個 
吸水材（３０ｍℓ 計量容器用） ５個 
（吸水材は出荷時、計量容器に入れてあります。）

ＡＸ－ＰＴ－０２ 

吸水材(５ｍℓ 計量容器用) 

吸水材（５ｍℓ 計量容器用） ５個 
ＡＸ－ＰＴ－０３ 

吸水材(３０ｍℓ 計量容器用) 

吸水材（３０ｍℓ 計量容器用） ５個 
ＡＸ－ＰＴ－０４ 
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14. 参考 
 
ＩＳＯ８６５５に準拠したピペット容量テスター対応表 

ＩＳＯ８６５５要求性能 

最大許容誤差 

ピペット 

の公称 

容量※５ 正確さ 再現性 

天びんの

最小表示

(μℓ ) ±% ±μℓ  % μℓ Mmg 

1 5.0 0.05 5 0.05

2 4.0 0.08 2 0.04

5 2.5 0.125 1.5 0.075

10 1.2 0.12 0.8 0.08

0.001 

20 1.0 0.2 0.5 0.1 

50 1.0 0.5 0.4 0.2 

100 0.8 0.8 0.3 0.3 

0.01 

200 0.8 1.6 0.3 0.6 

500 0.8 4.0 0.3 1.5 

1000 0.8 8.0 0.3 3.0 

2000 0.8 16 0.3 6.0 

5000 0.8 40 0.3 15 

10000 0.6 60 0.3 30 

0.1 

日常点検、簡易検査に※７ 

 

注） 高分解能の電子天びんを使用した検査ですので、エアコンの風、振動等のない環境で
お使いください。 

※５ 可変容量タイプは、選択できる最大容量が公称容量となります。 
※６ ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴは１μℓ ～１００００μℓ の範囲をカバーします。 
※７ 最小表示１ｍｇは、約１μℓ ですので、試験容量が１０００μℓ であれば０．１％、２００μℓ

であれば０．５％の分解能で検査可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対応するピベット容量テスター 

 

ＡＤ－４２１２Ｂ－ＰＴ※６ 

 

 

ＡＤ－４２１２Ａ－ＰＴ 

 

 

ＦＸ－３００ｉ－ＰＴ 




